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i 対象学科 ； 理学・作業・言語・健康・社会
！ 必修・選択 i 選択

i 時間数 l 30 

＜概要＞

介護保険によって「措置」から「契約」へと介護サーピスが改革され、企業の参入が進んだ。同時に、介護サーピスにかんする苦情が
多発して消費者保護対策が重要な課題となっている。消費者保護とは何か、介護サーピス以外の一設企業は開度に携わる人や施設、用
具などの質的向上をはかる。

＜学習目標>

①社会変化に伴う社会福祉の変化を明らかにし、その方向性を確認する。

②介護サービスに係る苦情事例を検討して「顧客満足」とは何か、そのポイントを学ぶ。

③企業経営におけるコンシューマーリズムヘの対応を把握して、介護サービス産業の質的向上を考える。

．
 

回

数 授業計画又は学習の主題 SBO 

番号I 学習方法・備考・担当教員

吼介護サーピス体制 介護保険制度のポイントを把握し、高齢者福祉サーピスの体系と

3 変化と消費者問題 利用者保護＝消費者保護の在り方を考える。
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141まとめ

介護に係る消費者トラプルと一設的な消費者トラプルの概要を理解

し、相談事例を検討して、介護関連商品・用具、施設の問題を分析

し、介護関連事故対策を考える。 「PL法」 「消費者契約法」の活用

をはかる。

リスクマネジメントの在り方、情報開示、情報提供の方法や

シルバー企業の活動事例を知り、介護サーピスに必要なネット

ワーキング、地域社会体制、 「顧客満足度」を検討する。

"consumerism makes money"とは何か。
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【使用図書】

教科書

く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

参考書

その他の資料

2005年版「社会保障入門」 社会保障入門編集委員会 中央法規出版 2005年 2200円

2005年版「ハンドプック消費者」 内閣府国民生活局 大蔵省印刷局 2005年 500円

随時

【評価方法】

学習活動・学習態度およびレポート

【履修上の留意点】

身近な介護体験やポランティア活動、実習体験を客観的に考える。
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